
【主催】筑波大学附属桐が丘特別支援学校

オンラインを活用した自立活動演習

～自立活動実践力錬成塾～

令和４年度文部科学省委託事業 ICTを活用した障害のある児童生徒等に対する指導の充実
（ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方の調査研究）

＜本件に関する問い合わせ先＞

筑波大学附属桐が丘特別支援学校（施設併設学級） TEL 03ｰ3956-0181

定員 １０名程度（応募多数の場合は，特別支援教育経験年数が5年以下の方を優先）

参加費 無料 申込期限 令和４年5月３０日(月)
ただし、定員に達し次第、締め切ります



御参加にあたって

• 本事業は文部科学省から委託を受け，自立活動の指導力向上につながるオンライン研修の在
り方を検証します。御参加の際には，一連の研究活動へ御協力をお願いします。

• 受講者が普段，自立活動の指導を担当しているケース児の映像をオンライン上で共有して演
習を行います。ケース児の映像をオンラインで共有するにあたって，本人・保護者・学校か
らの事前承諾を得ていただく必要があります。

• Web会議システムは「Zoom」を使用します。事前に通信環境を確かめ，安定したインター
ネット接続ができる場所から御参加ください。

• Googleのツールを使用して資料提供や情報共有等を行います。御自身のGoogleのアカウン
トをお持ちでない方は，申込の前に取得してください。

内容

日程・内容

• QRコードを読み込み，参加
申込フォームに必要事項を御
記入ください。

• 当校ホームページからも申込
ができます。

• 申込期限：令和４年5月30日
(月)。ただし定員に達し次第、
締め切ります。

参加申込

目的

Web会議システムを活用し，自立活動の指導に悩む教師を対象に実態把握や指導計画作成等
について研修することを通して，自立活動の実践的指導力の向上を目指します。

• 受講者が普段，自立活動の指導を担当している児童生徒の中から1名をケース児として挙げ，
その様子をWeb会議システムで共有します。

• ケース児について，実態把握・指導すべき課題の整理／個別の指導計画作成／実践の経過・
指導改善／評価の項目ごとに，オンライン上でカード整理法を実施します。

• 2名の受講者に対してスーパーバイザー・サポーターを配置したグループ形式で実施します。
• 普段，指導を担当しているケース児について検討することで，日常の実践を省察でき，自立
活動の指導の悩みや困りに対して直接的に応えられる演習とします。

• 10名程度（年間を通して継続参加が可能な方）。
• 応募多数の場合，特別支援教育経験年数が5年以下の方を優先して受講者を決定します。

募集人数

本事業の概要について

参加費

• 無料（ただし，次年度以降継続する場合には、有料での実施を見込んでいます。）

https://www.kiri-s.tsukuba.ac.jp/

年間10回
（日程・内容は変更する場合があります）
① ６／４ （土）10：00～12：00 模擬演習

② ６／18 （土）10：00～12：00 ケース検討（実態把握・指導すべき課題）

③７／２ （土）10：00～12：00 ケース検討（実態把握・指導すべき課題）

④ ７／16 （土）10：00～12：00 ケース検討（実態把握・指導すべき課題）

⑤ ９／10 （土）10：00～12：00 ケース検討（個別の指導計画作成）

⑥10／22 （土）10：00～12：00 ケース検討（個別の指導計画作成）

⑦11／26 （土）10：00～12：00 ケース検討（実践の経過・指導改善）

⑧12／10 （土）10：00～12：00 ケース検討（実践の経過・指導改善）

⑨ 1／21 （土）10：00～12：00 ケース検討（評価）

⑩ 2／18 （土）10：00～12：00 ケース検討（評価）


